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、 ソ ノ ン 

Curu 平村つる (( 二 風香 )) 

  ハン チキ キ l)han ハンは 、 鳥の 
神謡の折り返しによく 

ハン チキ キ 出てくる。 dkiki チ 

han  cik.ilCi  i  私は倉の上で キキ は雀の鳴き声の 擬 

昔 であ ろう。 

ハン チキ キ 
h ㎝ clk 正 i 3  ピョンピョンとび 3)terke=as テレケア シ 

は 1 人称複数形であ 

ハン チキ キ る 。 今日歌われる 神謡 

h 皿 ciklk1  4  倉に 入 り 
では、 主人公の神の 自 

叙に 、 普通の伝承と 同 

/ へ ン チキキ 
じく引用の形 ( 不定人 

h ㎝ cjklkl  5  1 本の ヒエ の穂を 称形 ) が使われること 
が 多いが、 つ るさんの 

ノ ¥ ン チキキ 
この神謡では、 古形を 

nan  Clk 正 i  6  取り出し 
保って 1 人称複数形が 
使われている。 4 行 日 

ノ ¥ ン チキキ 
の G チ 6 行 目 、 7 行 目 

hanc 山山 i 7  酒を造りました。 
の cl, チ 14 行 目の c, 

チも 同様に、 神謡であ 
るために使われている 

ハン チキ キ 

han  cikiki  s  神の好物 
1 人称複数形であ る。 

ハン チキキ 

hancikiMi g  ですから 

ノ ¥> ン チキキ 

hail  cikiki  10  -@  n  B 
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29 

酒は上等にできあ がりま 
した。 

神々をみんな 

招待しました。 

位の高 い 神が 

向き合って座りました。 

神々がみんな 

集まりました。 

仝や 

酒宴もたけなわに 

なったとき 

カケスの若者が 

両手をひろげて 踏舞を 

しばらく舞っていから 

外へ出ますと 

1 粒のドンバリを 

くわえて 

両手をひろげて 踏舞を 

しばらく舞っていてから 

な
 れ
 %
 節
整
 

数
 ら
の
音
に
 

節
え
こ
 
5
 ）
 

昔
加
 。
 -
 節
 。
 

 
 

 
 

14)aSkeuy Ⅱ aa アンケ 

ウイナ <( 二人以上 ) を 
招待する X( 複数形 @ 
単数形は askeuk アシ 

ケウク <( 一人 ) を招待 
する ) 。 c. チ は神謡で 
の神の自叙のための 1 

人称複数形。 



@
 

つ
 

び
 

酉
 

 
 の

 

席
 

酒
 

3
0
 

チ
キ
 

キ
 '
 
。
 
№
 

。
 

ノ
ヘ
ン
 

h
 
な
 
Ⅱ
 

 
 

コ
 k
 

@
 ン
 
n
t
0
 

ン
 ・
 
ロ
 

ン
 n
 

サ
 ㏄
 

30)@ san-sintoko@ +f ・ 

、 ノ ・ 、 ズノ トコ ( 前の ( Ⅰ 

炉 のそ ば の ) . 行器 ( ほ 

かい = 大きい容器 @ ) 、 

酒宴のときに 酒を満た 
して会場に置かれた 容 

器 。 
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43) 30-31 行 目 と同 
じ 。 2 行方 な 1 行に入 
れてしまったので 前半 
を 3 拍につめたが 結局 
全部で 7 拍になってし 
まっている。 
47)wen-s 荻 ayo ウェ 
ン ・サカ ョ ( ひどい   
太 さわぎ ) 。 s 廿仏 yo サ 
カヨ は 、 酔つば らって 

大声を出したりけんか 
したりあ ばれたりする 
太 さわぎ。 
48)c 一 ee-osma 一 r<re テ   
エ ・オン マ ・ レ <( 中相 

接頭辞 ) . その頭が   
入ってしまう・させ 
87 は (- が 起こった )0 
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49  ですから   49) この行から 節 なしの 
語りになる。 

50 今の人たちは   

    カラスみたいに 悪ふざけをしな いで、 5l)Pas シ ラス遊び / ッは ㎞ ) 、 Is@o1 。 直訳すると バ シクル ( カ 

52  酒宴が終わるまで   

53 なごやかに楽しみ 53)@ u-ko-ramu-riten 
ウ ・ コ ・ラム・リテン く互 

      に ・ 心 ・柔らかい ) は 

54 なさいよ ! と、 互いにおだやかな 心で仲 
良くすること。 

55 小鳥の神が言いました。 55) 同じ神謡の他の 伝承 
では c 化 a Ⅱ り チカッ ポ だ 
けでなく amam ㏄ @appo 
アマ メ チカッ ポ となって 

いる。 雀であ る。 

[ 類歌 ] 同じ神謡の異 伝が 、 金田一京助「アイヌ 叙事詩ユーカラの 研究 一 」 pp.149-155 、 NH 

K 「アイヌ伝統音楽」 N0 ・ 413(Pp.464-467) に、 「雀の酒 盛 ( り ) 」の題で収められている。 間別 W 

郷土史研究会「砂流アイヌの 歌謡」 [ テープ、 門別 W 教育委員会所蔵 ) には、 ワテケ さんが歌っ 

ているものが 収録されている。 そこでは折り 返しが 5 拍、 歌詞が 6 拍 一 7 拍で歌われてい 

る。 更科源蔵 ・更科 光 「コタン生物証Ⅲには、 日本語の梗概と 解説がのっている。 

これらの伝承では、 カラスが殺されそうになったあ とキツツキその 他の鳥に仲裁を 頼みに 

行く話が続く。 鳥が変わると 折り返しも変わる。 頼まれた鳥は、 招待してくれなかったから 

と 怒ってだれも 来てくれず、 しかたなく帰ってみるとカラスはもう 殺されていた、 という話 

になっている。 

上記の伝承の 中では金田一のものが 最も長くくわしく、 仲裁を頼まれる 鳥も、 ツル、 キツ 

ツキ 、 シギと変わっていく。 NHK と 門別の記録ではやや 短く簡単になり、 つるさんのこの 

伝承では、 仲裁を頼んで 断られる部分が 完全になくなっている。 ポーランドの ピウスツキ が 

今世紀初めに 録音して残したろう 管にも、 この神謡が入っているが、 これも似たようなもの 

であ る。 
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